
自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果

次�ステップ�向け�期待したい内容

Ⅰ.理念�基�く運営Ⅰ.理念�基�く運営Ⅰ.理念�基�く運営Ⅰ.理念�基�く運営
1 （1） ○理念�共有�実践

地域密着型サービス�意義をふまえた事業所理
念を�くり、管理者�職員�、そ�理念を共有し�
実践���げ�いる

2 （2） ○事業所�地域���きあい

利用者が地域���がり�がら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域�一員�し�日常的�交
流し�いる

3 ○事業所�力を活かした地域貢献

事業所�、実践を通じ�積み上げ�いる認知症�
人�理解や支援�方法を、地域�人々�向け�
活かし�いる

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議��、利用者やサービス�実際、
評価へ�取り組み状況等��い�報告や話し合
いを行い、そこ��意見をサービス向上�活かし
�いる

5 （4） ○市町村��連携

市町村担当者�日頃から連絡を密�取り、事業所
�実情やケアサービス�取り組みを積極的�伝
え�がら、協力関係を築くよう�取り組ん�いる

6 （5） ○身体拘束をし�いケア�実践

代表者および全��職員が「介護保険法指定基
準�おける禁止�対象��る具体的�行為」を正
しく理解し�おり、玄関�施錠を含め�身体拘束
をし�いケア�取り組ん�いる

開設当初より理念を変え�おらず、ぶれ�い共有が
図られ�いる。時代��しっかり適応し�ゆくため理
事長が理念を基本�し、毎月目標を掲げ�いる。目
標�対し�理事長が職員�根拠を説明する�共�、
職員�毎月�自己評価を行っ�いる。理念が実践
されるよう工夫を凝らし�浸透を図っ�いた。

地域��交流�移設当初から深め�来た。地域�
方��関係性保�為�も、地域�祭礼�も参加し、
運営推進委員会���地域区長さんが参加する�
�し�いる。よっ�徐々�地域�方�ホーム��関
係性が構築されおり、能輝村たよりを地域�配布す
る��、ホームや取り組み�情報発信もし�いる。

運営推進委員会�２ヶ月�１回実施され�おり、参
加者�役場職員、民生委員、区長、訪問看護師、職
員が参加し、活発�意見交換が�され�いる。入居
者�入退院�状況報告や入居者�活動報告を行っ
たり、参加者から�サービス�質�向上�向けた意
見を受け、質�向上�取り組ん�いる。

グループホーム交流研修�際、健康福祉課から地
域�介護�状況や介護度���説明を受けたり、
介護職員�雇用�関し��、介護�イメージ�プラ
ス��るよう工夫したも�を発信し�がら働き方や働
く意義を深め�もらう活動を推進し�いる。

毎月�ホーム�目標を掲げる�共�マニュアルを作
成し、２ヶ月�１回身体拘束��い�職員�周知を
図り�がら適正化を図っ�いる。

実践状況

外部評価自己評価

実践状況

開所当初から地元�人々�グループホームが受け入れら
れるよう�地域�住民��話し合いがもたれ、運営推進会
議��を通し�継続的�交流を続け�いる。

開所当初より町��交流�良くあり、管理者が町�ある7ヶ
所�グループホーム�交流研修会を立ち上げたこ�があ
るが、現在�活動を休止し�いる。

創設以来、もっ�も重要�こ��し�取り組ん�きたが、更
�意識を統一するため�明文化し、職員倫理規定�基�
く行動指針、身体拘束廃止�為�取り組み、緊急やむを
得�い場合�対応を作成し、職員�徹底化し�いる。さら
�、今年度から�身体拘束廃止委員会を設置し、取り組
みを強化し�いる。

自
己

外
部

項　　目

それぞれ�生活習慣を大切�考え、住み慣れた自分�家
�出来るだけ近いよう�、また使い慣れた言葉�日常を過
せるよう�理念を掲げ、長期�わたり支援を続け�いる。
開所当初より管理者�職員��理念共有�向け、常日頃
から日常�介護場面�おい�理念的支援が�きるよう言
葉�行動を持っ�取り組ん�いる。

町�各委員�研修やボランティア�見学等を受け入れ�
いる。�き�いる「私達�めざすケア」�題した運営理念を
目�届く�ころ�掲示し、こ�あるご��、家族や地域�
人々�説明し�いる。また、毎月地域�回覧板�、事業所
�行事や活動をお便り�形�掲示し�もらっ�いる。

運営推進会議�おい�事業所�取り組み内容が報告され
�い�、運営推進会議�参加メンバーから�質問�もしっ
かり答え�いる。今後�それをいか�サービス�向上�結
び�けるかを工夫し�いる。

〔セル内�改行�、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）�す。〕
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次�ステップ�向け�期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目

7 ○虐待�防止�徹底

管理者や職員�、高齢者虐待防止関連法��い
�学ぶ機会を持ち、利用者�自宅や事業所内�
�虐待が見過ごされるこ�が�いよう注意を払
い、防止�努め�いる

8 ○権利擁護�関する制度�理解�活用

管理者や職員�、日常生活自立支援事業や成年
後見制度��い�学ぶ機会を持ち、個々�必要
性を関係者�話し合い、それらを活用�きるよう支
援し�いる

9 ○契約�関する説明�納得

契約�締結、解約又�改定等�際�、利用者や
家族等�不安や疑問点を尋�、十分�説明を行
い理解・納得を図っ�いる

10 （6） ○運営�関する利用者、家族等意見�反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員�
らび�外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
�反映させ�いる

11 （7） ○運営�関する職員意見�反映

代表者や管理者�、運営�関する職員�意見や
提案を聞く機会を設け、反映させ�いる

12 ○就業環境�整備

代表者�、管理者や職員個々�努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
��、各自が向上心を持っ�働けるよう職場環境・
条件�整備�努め�いる

13 ○職員を育�る取り組み

代表者�、管理者や職員一人ひ�り�ケア�実
際�力量を把握し、法人内外�研修を受ける機会
�確保や、働き�がらトレーニングし�いくこ�を
進め�いる

14 ○同業者��交流を通じた向上

代表者�、管理者や職員が同業者�交流する機
会を作り、ネットワーク�くりや勉強会、相互訪問
等�活動を通じ�、サービス�質を向上させ�い
く取り組みをし�いる

意見箱�設置し�おらず、ご家族�訪問時�直接
意見をお伺いし�いる。日頃から、ご家族��意見
�言いやすい関係性を心掛け�おり、会議等�検
討し�いる。

理事長自身が現場�入っ�おり、利用者�意見や
職員�意見を聴き取っ�いる。��来た意見�関し
��関わりを持�事が�きおり、職員�意見�提案
を直ぐ�反映�きるよう��っ�いる。

管理者�、半年�1度職員一人一人�個別面談�機会を
設け、意見や提案を聴く機会を設け、運営�反映�きるよ
う心掛け�いる。

ホーム�駐車スペースが砂利�あった
が、意見を反映し現在�アスファルト�整
備を行い、地域�方�も来�もらいやす
い環境��っ�いる。

創設以来、もっ�も重要�こ��し�取り組ん�きたが、更
�意識を統一するため�明文化し、職員倫理規定�基�
く行動指針、身体拘束廃止�為�取り組み、緊急やむを
得�い場合�対応を作成し、職員�徹底化し�いる。同時
�毎月�全職員ミーティングを開催し、意識向上�努め�
いる。

外部研修�参加した職員を中心�、内部�も研修を実施
し、勉強会を行い、制度�関する理解を深めるよう努め�

いる。

そ�よう�し�いる。

家族が意見や不満、苦情�言いやすい関係�くりを意識
し、面会時��じっくり�お話を聴くよう�し�いる。また、
ホームページ内�もご意見フォームを設置し�いる。

そ�よう�努め�いる。

主任�他、各職員も研修�行き、そこ�学んだこ�を日常
�会話�中�報告され�いる。週�1回代表者、ホーム
長、主任を含むミーティングを行い、内容も常�職員�報
告され�いる。

町�職員、当管理者が中心��り、同業者��交流会を
立ち上げ管理者�交流が始まった。これから�職員�交
流勉強会、相互訪問��を計画し�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目

Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援Ⅱ.安心�信頼�向けた関係�くり�支援
15 ○初期�築く本人��信頼関係

サービスを導入する段階�、本人が困っ�いるこ
�、不安�こ�、要望等�耳を傾け�がら、本人�
安心を確保するため�関係�くり�努め�いる

16 ○初期�築く家族等��信頼関係

サービスを導入する段階�、家族等が困っ�いる
こ�、不安�こ�、要望等�耳を傾け�がら、関係
�くり�努め�いる

17 ○初期対応�見極め�支援

サービスを導入する段階�、本人�家族等が「そ
�時」まず必要�し�いる支援を見極め、他�
サービス利用も含めた対応�努め�いる

18 ○本人�共�過ごし支えあう関係

職員�、本人を介護される一方�立場�おかず、
暮らしを共�する者同士�関係を築い�いる

19 ○本人を共�支えあう家族��関係

職員�、家族を支援される一方�立場�おかず、
本人�家族�絆を大切�し�がら、共�本人を支
え�いく関係を築い�いる

20 （8） ○馴染み�人や場��関係継続�支援

本人がこれま�大切�し�きた馴染み�人や場
所��関係が途切れ�いよう、支援�努め�いる

21 ○利用者同士�関係�支援

利用者同士�関係を把握し、一人ひ�りが孤立せ
ず�利用者同士が関わり合い、支え合えるよう�
支援�努め�いる

22 ○関係を断ち切ら�い取組み

サービス利用（契約）が終了し�も、これま��関
係性を大切�し�がら、必要�応じ�本人・家族
�経過をフォローし、相談や支援�努め�いる

入居者�重度化�伴い、馴染み�場所�行きたい
��希望者が少�く�っ�き�いるが、地域�祭礼
�参加したり地域�床屋さん�ホームま�来�頂き
散髪を行ったりし�いる。お墓参り�ご家族�方�
一緒�出掛ける方もおられ、ご家族�協力も頂い�
いる。

管理者や職員�来訪されたご家族�不安�こ�や要望を
聞き、他�サービス�利用も含めた対応�努め�いる。

自分��きるこ��自分�する�自覚�きる利用者が少�
く�っ�きたが、�きる範囲�生活�おけるそれぞれ�役
割を持っ�いる。

ホーム長や職員�本人�家族�絆を大切�し�がら、共
�本人を支え�いけるよう家族��関係を大切�し�い
る。

馴染み�場所�外出�きる方�少�く�っ�きたが、馴染
み�方が自由�訪問�きるよう開放し�いる。

他利用者��コミュニケーションが苦手�利用者��、職
員が間�入るこ��、関り合いが持�るよう�支援�努め
�いる。

管理者�退所先�必ず訪問し、病院や施設もしく�そ�
後担当するケアマネまた�家族�コミ�ケーションを取り相
談や支援を継続するよう�努め�いる。

環境�慣れるま��初期�、特�コミュニケーションを多く
�るよう心掛け、お互い�信頼関係が築けるよう努め�い

る。

来訪されたご家族��、か�らず顔を合わせ、会話を通し
不安や要望を伺えるよう、よりよい関係�くり�努め�い
る。
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次�ステップ�向け�期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目

Ⅲ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向�把握

一人ひ�り�思いや暮らし方�希望、意向�把握
�努め�いる。困難�場合�、本人本位�検討し
�いる

24 ○これま��暮らし�把握

一人ひ�り�生活歴や馴染み�暮らし方、生活環
境、これま��サービス利用�経過等�把握�努
め�いる

25 ○暮らし�現状�把握

一人ひ�り�一日�過ごし方、心身状態、有する
力等�現状�把握�努め�いる

26 （10） ○チーム��くる介護計画�モニタリング

本人がより良く暮らすため�課題�ケア�あり方
��い�、本人、家族、必要�関係者�話し合い、
それぞれ�意見やアイディアを反映し、現状�即
した介護計画を作成し�いる

27 ○個別�記録�実践へ�反映

日々�様子やケア�実践・結果、気�きや工夫を
個別記録�記入し、職員間�情報を共有し�がら
実践や介護計画�見直し�活かし�いる

28 ○一人ひ�りを支えるため�事業所�多機能化

本人や家族�状況、そ�時々�生まれるニーズ
�対応し�、既存�サービス�捉われ�い、柔軟
�支援やサービス�多機能化�取り組ん�いる

29 ○地域資源��協働

一人ひ�り�暮らしを支え�いる地域資源を把握
し、本人が心身�力を発揮し�がら安全�豊か�
暮らしを楽しむこ�が�きるよう支援し�いる

30 （11） ○かかり�け医�受診支援

受診�、本人及び家族等�希望を大切�し、納得
が得られたかかり�け医�事業所�関係を築き�
がら、適切�医療を受けられるよう�支援し�いる

日常�会話�中から入居者�希望を聞い�いる。
ご本人�思いを伝える�が困難�方�対し��、入
居者�表情、体調、普段�違う様子��状況を把握
し入居者�思いや意向を把握する様�努め�いる。

基本的�本人ご家族が希望するかかり�け医療機
関�受診し�いる。施設かかり�け医が２週間�１
回往診�来られ�いる。ご家族が希望する医療機
関�受診時��ホームが送迎し、ご家族が付き
添っ�いる。受診時�情報提供�ホーム職員が
行っ�おり、医師�指示�下受診同行する事もあ
る。訪問診療�他�訪問看護師が月4回訪問し24
時間連絡が取れる体制��っ�いる。

センター方式を活用し、３ヶ月�１回必要�応じ�計
画見直しを行っ�いる。こ�際、今ま��生活歴�
暮らしぶり�中から再アセスメントし、職員�検討し
�がらプラン�し�作成したうえ実施し�いる。

出来るだけそ�よう�気を�け�いる

利用者、家族�希望する医師、病院へ�受診�ため�送
迎や情報�提供を管理者自らが行�っ�いる。

日常�会話�中から、あるい�家族��話し合い�利用
者�希望を�きるだけ聞くよう�心がけ�いる。

出来るだけそ�よう�気を�け�いる

出来るだけそ�よう�気を�け�いる

センター方式アセスメント�導入�より、利用者一人一人
�立場�考慮した計画�作成�努め�いる。

出来るだけそ�よう�気を�け�いる

出来るだけそ�よう�気を�け�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目

31 ○看護職��協働
介護職�、日常�関わり�中��らえた情報や気
�きを、職場内�看護職や訪問看護師等�伝え
�相談し、個々�利用者が適切�受診や看護を
受けられるよう�支援し�いる

32 ○入退院時�医療機関��協働

利用者が入院した際、安心し�治療�きるよう�、
又、�きるだけ早期�退院�きるよう�、病院関係
者��情報交換や相談�努め�いる。あるい�、
そうした場合�備え�病院関係者��関係�くり
を行っ�いる。

33 （12） ○重度化や終末期�向けた方針�共有�支援

重度化した場合や終末期�あり方��い�、早い
段階から本人・家族等�話し合いを行い、事業所
��きるこ�を十分�説明し�がら方針を共有し、
地域�関係者�共�チーム�支援�取り組ん�
いる

34 ○急変や事故発生時�備え

利用者�急変や事故発生時�備え�、全��職
員�応急手当や初期対応�訓練を定期的�行
い、実践力を身�付け�いる

35 （13） ○緊急時等�対応

けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等�緊急
事態�対応する体制が整備され�いる

36 （14） ○バックアップ機関�充実

協力医療機関や介護老人福祉施設等�バック
アップ機関��間�、支援体制が確保され�いる

マニュアルや連絡網が整備され�いる。緊急時�マ
ニュアルを基本�主任、ホーム長�連絡し対応が行
われ�いる。外部研修、内部研修�参加を職員�
行�っ�頂き緊急時�対し�職員�周知が行われ
�いる。

緊急時�受け入れ可能�医療機関が２ヵ所、養護
老人ホーム�バックアップも可能��っ�おり、緊急
時�ホームへ�受け入れも�きる事��っ�いる。

早い段階から重度化��い�伝え、ホーム�看取り
�関し�も説明し�いる。ホームかかり�け医が終
末期��い�、ご家族�説明を行い理解し�頂ける
よう対応し�いる。看取り�際�、かかり�け医�
訪問看護師が対応し、医師��連携�も�対応を
行っ�いる。入居され�いる本人、ご家族�最後ま
�ホーム�生活を希望される方が多く、看取り�関
し��開設当初から実績�数多くある。職員�看取
り�対する流れや対処を理解し�おり、対応時��
連絡を密�職員自身も不安�く最後を看取る心構え
を持っ�いる。

医療連携をし、2週間�1回�往診�、毎週1回�看護師�
派遣もし�もらっ�いる。ターミナル�経験もあり協力医療
機関��連絡を密�し�いる。

医療連携をし、主治医�綿密�連携し�定期的�往診�健
診、入院�対する相談や退院後�ケア等��い�もそ�
都度、連絡を細かく取り合っ�いる。

開設当初より看取りをする方針�い�も職員�理解を得る
よう�し�きた。早い段階から本人、家族、かかり�け医�
話し合い�がら本人、家族�意向を確認し�がら取り組
み、また当ホーム�看取り�方針を終末期��った時�も
う一度説明し、同意書を家族�もらっ�いる。

職員全体が対応�きるよう、日頃から意識向上、実践力向
上�努め、かかり�け医�も連携し�がら迅速�対応が�
きるよう努め�いる。

マニュアルや緊急時�連絡体制を整備し、職員が緊急時
スムーズ�対応�きるよう努め�いる。

医療連携をし2週間�1回�往診�毎週1回�看護師�派
遣もし�もらっ�いる。ターミナル�経験もあり協力医療機
関��連絡を密�し�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目

37 （15） ○夜間及び深夜�おける勤務体制

夜間及び深夜�おける勤務体制が、緊急時�対
応したも���っ�いる

38 （16） ○災害対策

火災や地震、水害等�災害時�、昼夜を問わず
利用者が避難�きる方法を全職員が身��ける
��も�、地域��協力体制を築い�いる

39 （17） ○災害対策
災害時�利用者�安全確保�ため�体制が整備
され�いる

Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　
40 （18） ○一人ひ�り�尊重�プライバシー�確保

一人ひ�り�人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損��い言葉かけや対応をし�いる

41 ○利用者�希望�表出や自己決定�支援

日常生活�中�本人が思いや希望を表したり、自
己決定�きるよう�働きかけ�いる

42 ○日々�そ�人らしい暮らし

職員側�決まりや都合を優先する����く、一
人ひ�り�ペースを大切�し、そ�日を��よう�
過ごしたいか、希望�そっ�支援し�いる

43 ○身だし�みやおしゃれ�支援

そ�人らしい身だし�みやおしゃれが�きるよう�
支援し�いる

３日分�食材�常�備蓄され�いる。入居者�
個々�情報、薬情報��整備され、い��も持ち出
し�きる体制��っ�いる。

理念�基�いた対応を行っ�おり、コミュニケーショ
ン�際��言葉使いや生活動作�支援を含め自立
を損�る対応をし�い様�心がけ�いる。また、
個々が協力し�周知�努め�いる。

緊急マニュアルを整備し�いる。地域�方を雇用し
�おり、５分以内�ホーム�到着する職員が２／３
おり、連携が取れる体制��っ�いる。夜間対応も
�き�いる。

毎年、火災や地震を想定した避難訓練を年２回実施
し�おり、利用者�も参加し�頂い�いる。避難訓
練実施�関し��地域�も配布し、地域��情報共
有も行っ�いる。

夜間�勤務�1人だが、併設する小規模多機能�夜勤者
�も連携�きる体制�ある。また、職員�地元�人が多く、
5分程度�駆け�けるこ�が�き、協力医療機関��連携
も密�され�い�い��も緊急時�対応し�もらえるよう�
�っ�いる。

年2回�防災訓練を実施し、そ�都度地域�方�も情報を
提供し�いる。

一日�過ごし方�対する要望�ほ�ん��いが、�ん�小
さいこ��も耳を傾けるよう努め�いる。また、食事、入浴
���生活面��もちろん�こ�、体操やレクリエーション
を提案する際�も、希望�沿った支援が�きるよう努め�
いる。

3ヶ月�1度理容師が訪問し、希望があれば散髪し�いる。

災害時�も常�3日分�食料�確保し�いる。

利用者が傷�いたり、あからさま�不快�感じるよう�ケア
�避け、理念�基�き尊厳を大切�したコミュニケーション
を心がけ�いる。

利用者本人、家族�十分説明�上、利用者自身が選択�
機会を持�るよう努め�いる。また、思いを表現し�くい利
用者��、そ�思い�添えるよう努め、職員�も行動指針
を示し�意識を統一し�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目

44 （19） ○食事を楽しむこ���きる支援

食事が楽しみ�も���るよう、一人ひ�り�好み
や力を活かし�がら、利用者�職員が一緒�準備
や食事、片付けをし�いる

45 ○栄養摂取や水分確保�支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ�
確保�きるよう、一人ひ�り�状態や力、習慣�
応じた支援をし�いる

46 ○口腔内�清潔保持

口�中�汚れや臭いが生じ�いよう、毎食後、一
人ひ�り�口腔状態や本人�力�応じた口腔ケ
アをし�いる

47 （20） ○排泄�自立支援

排泄�失敗やおむ��使用を減らし、一人ひ�り
�力や排泄�パターン、習慣を活かし�、トイレ�
�排泄や排泄�自立�むけた支援を行っ�いる

48 ○便秘�予防�対応

便秘�原因や及ぼす影響を理解し、飲食物�工
夫や運動へ�働きかけ等、個々�応じた予防�
取り組ん�いる

49 （21） ○入浴を楽しむこ�が�きる支援

一人ひ�り�希望やタイミング�合わせ�入浴を
楽しめるよう�、職員�都合�曜日や時間帯を決
め�しまわず�、個々�そった支援をし�いる

50 ○安眠や休息�支援

一人ひ�り�生活習慣やそ�時々�状況�応じ
�、休息したり、安心し�気持ちよく眠れるよう支
援し�いる

51 ○服薬支援

一人ひ�りが使用し�いる薬�目的や副作用、用
法や用量��い�理解し�おり、服薬�支援�症
状�変化�確認�努め�いる

入居者�重度化�伴�い食事内容を変更し�対応
し�いる。箸を並べたり、テーブル拭きを行ったり、
味噌汁を準備したり�入居者��きる事を職員�一
緒�行っ�いる。年４回～５回�イベント食も設け�
いる。食事介助�必要�方�対応��、一人一人
�応じた対応を行っ�いる。

排泄チェック表を基�排泄パターンを把握し、オムツ
併用�方�関し�も排泄誘導、声掛け���対応を
行っ�いる。

入浴時間�午前～午後�設け�おり、希望�よっ�
�時間を変更したり個々�入居者�応じるこ�が�
きる対応�努め�いる。温度管理や入浴剤���
使用も行い状態�合わせ�対応され�いる事が確
認�きた。

一人ひ�り�服薬内容を個人毎�ファイリングし、目的や
副作用、用法や用量をい��も職員が確認�きるよう�し
�いる。

出来るだけそ�よう�気を�け�いる。

重度�入居者が多いため準備や片付け�ほ�ん�職員
がし�いる。箸を並べたり食事�後食器を重�たり、自分
�前�テーブルを拭いたりし�いる。一人�食べられ�い
利用者��個別�食事介助をする等、一人ひ�り�応じた
対応をし�いる。

体調や状態�より摂取が難しい時�、医療機関��連携
�より訪問看護�利用�点滴を行っ�いる。

入れ歯�付け置きや�みがき�介助を行っ�いる。また、
うがいが困難�利用者��、専用�ウェットティッシュ��
を用い、口腔ケアを行っ�いる。

ひ�りひ�り�パターン�合わせ、トイレ誘導や声かけを行
い、ご自身��きるこ���きるだけし�もらえるよう支援
し�いる。

排泄票を排泄�たび�記入し、便秘が見られる場合�水
分摂取量�調整や運動へ�働きかけをし、必要�あれば
薬を処方し�もらっ�いる。

入浴時間帯�希望�ほ�ん��いが、体調�注意し、安
全�入浴�きるよう配慮し�いる。入浴希望�有無�よっ
��強制�せず、個々�そった支援をし�いる。
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次�ステップ�向け�期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目

52 ○役割、楽しみご��支援

張り合いや喜び�ある日々を過ごせるよう�、一
人ひ�り�生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみご�、気分転換等�支援をし�いる

53 （22） ○日常的�外出支援

一人ひ�り�そ�日�希望�そっ�、戸外�出か
けられるよう支援�努め�いる。又、普段�行け
�いよう�場所�も、本人�希望を把握し、家族
や地域�人々�協力し�がら出かけられるよう�
支援し�いる

54 ○お金�所持や使うこ��支援

職員�、本人がお金を持�こ��大切さを理解し
�おり、一人ひ�り�希望や力�応じ�、お金を所
持したり使えるよう�支援し�いる

55 ○電話や手紙�支援

家族や大切�人�本人自らが電話をしたり、手紙
�やり取りが�きるよう�支援をし�いる

56 （23） ○居心地�よい共用空間�くり

共用�空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者��っ�不快や混乱をま
�くよう�刺激（音、光、色、広さ、温度��）が�
いよう�配慮し、生活感や季節感を採り入れ�、
居心地よく過ごせるよう�工夫をし�いる

57 ○共用空間�おける一人ひ�り�居場所�くり

共用空間�中�、独り��れたり、気�合った利
用者同士�思い思い�過ごせるよう�居場所�
工夫をし�いる

58 （24） ○居心地よく過ごせる居室�配慮

居室あるい�泊まり�部屋�、本人や家族�相談
し�がら、使い慣れたも�や好み�も�を活かし
�、本人が居心地よく過ごせるよう�工夫をし�い
る

59 ○身体機能を活かした安全�環境�くり

建物内部�一人ひ�り�「�きるこ�」「わかるこ
�」を活かし�、安全か��きるだけ自立した生活
が送れるよう�工夫し�いる

ホーム��ベッドが備え付け�いるが、各自が使用
したいも�を自由�持ち込めるよう��っ�いる。窓
から�、海や山�景色を見るこ�が�き、明るい居
室��っ�いる。

職員が暮らし�環境�整備�保全�努め
�おり、しっかり�したく�ろぎ�空間が確
保され�いる。

空調管理を行い過ごしやすい環境�努め�いる。畳
�場所��、お昼寝をされる方もおられ、入居者が
自由�過ごし�おられる。

屋外�出掛けたい��入居者�希望が少�く、ホー
ム�行事�し�お花見�車�出かけたり、地域�祭
礼�参加したり車椅子�方も参加�きるよう対応し
�いる。年々外出�きる方�人数も限られ�来�い
るが、入居者�体調�応じ無理��い範囲�外出
�機会を設ける様�努め�いる。

それぞれ�何かする�いうより�テレビ��相撲観戦や時
代劇を見る��が多い。�きる利用者�少�く�っ�いる
が、個々�意欲�応じ、�り絵や折り紙等を楽しん�いた
だい�いる。そ�他、若い頃�生活��い��話題を聞き
出し、会話を楽しめるよう心掛け�いる。

体力的�外出�難しく�っ�いるが、玄関先や敷地内��
�、要望�より外出する機会を設け�いる。また、希望�よ
り家族�力を借り�外出する機会を計画したり、祭りや行
楽行事等��車いすを使用し�、地域住民�協力も得�
がら、無理�く参加�きるよう配慮し�いる。

現金を使う機会�ほ�ん��く、所持され�い�い。

入居者�高齢化、介護�重度化�合わせ、完全�バリア
フリー�建物�、歩行が�きるうち��るべく車いす等を使
用せず�、安全�介助をし歩行器、シルバーカー、手引き
歩行�対応し�いる。

要望がある場合��支援し�いるが、現在�ほ�ん��
い。

混乱や刺激を考慮し、過剰�飾り付け等�し�いよう�し
�いるが、居室やホール�窓から見える景色�季節を感じ
�もらえる。

居室�居間を自由�行き来�き、ホール�もだれ�も座れ
るソファや、畳敷き�場所があり、い��も自由�好き��
ころ�いられるよう�配慮し�いる。

生活用品��本人�使い慣れたも�を�きるだけ使用し
�もらったり、居室�も家族�写真や思い出�品��を
飾っ�いただい�いる。
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